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上のグラフに使用したIAEA海洋放射能情報システム（MARIS）には、日本を含む世界中の多くの機関により実施されたモニタリング結

果が収載されています。

グラフ上特定の時期に大きなピークがあるのは、データの内容に常時監視以外の目的で試験的に実施された内容も多く含むためであると

考えられます。収載している範囲についても、日本以外の東アジア地域のデータが含まれないなど、地域的な網羅性は十分とは言えません。

また、日本周辺におけるモニタリング結果に比べて非常に高い範囲の値となっていることもあり、参考情報として掲載します。

海水のトリチウムの濃度範囲（全世界）

【使用したデータベース】

【海水（全海域）抽出条件】
核種：トリチウム 採取深度：0ｍ～50m
【抽出結果】
サンプル数：50634（不検出データ含む）
最小：不検出（n不検出＝4623）
最大： 8739 Bq/L
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海水のトリチウムの濃度範囲（日本全国）

海水のトリチウム濃度の参考指標については、日本全国のデータのうち、過去の核実験等の影響が十

分減衰してきた2015年度以降のデータ（赤枠部分）を対象とし、その期間における最大値を参考

指標の最大値として用いました。各グラフにある高めの点は、主に全国の原子力施設等から管理放出

されたトリチウムが検出されているものです。

海水のトリチウム濃度のグラフの低い濃度部分を拡大し、
蒸留法による測定値（薄い青色）と電解濃縮法（濃い
青色）による測定値を区別したグラフです。電解濃縮法に
よるデータは限られた地域のものとなっています。
※環境放射線データベース上で蒸留法及び電解濃縮法の
記載がないデータに関しては蒸留法に含めています。

～20 Bq/L

※このグラフは解説のために縦軸横軸とも部分的に拡大して表示しています。

【海水（日本全国）の抽出条件】
期間：1957年1月～2022年1月
調査地域：全国
【抽出結果】
サンプル数：22621、最小
不検出（n不検出＝16191）
最大：1100 Bq/L

（参考１）

蒸留法と電解濃縮法を区別して表示したグラフ

（参考２）

全データを表示したグラフ

【使用したデータベース】
環境放射線データベース
原子力規制庁が関係省庁や47都道府県の協力を
得て実施した環境放射能調査の結果を登録している
データベース。
https://www.kankyo-hoshano.go.jp/data/database/
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雨水（降水）のトリチウムの濃度範囲（日本全国）

雨水（降水）のトリチウム濃度の参考指標は、海水と同様に、過去の核実験等の影響が十分に減衰し、比較的デー

タが安定してきた2015年度以降のデータ（赤枠部分）を対象とし、その期間における最大値（7.3 Bq/L）を参考指

標の最大値として用いました。

～7.3 Bq/L

【雨水（降水）の抽出条件】
期間：1957年1月～2022年1月
調査地域：全国

【抽出結果】
サンプル数：4005
最小：不検出（n不検出＝1153）
最大：24 Bq/L

※このグラフは解説のために縦軸横軸とも拡大して表示しています。

【使用したデータベース】
環境放射線データベース
原子力規制庁が関係省庁や47都道府
県の協力を得て実施した環境放射能調査
の結果を登録しているデータベース。

https://www.kankyo-hoshano.go.jp/data/database/
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水道水（蛇口水）のトリチウムの濃度範囲（日本全国）

水道水（蛇口水）のトリチウム濃度の参考指標は、海水と同様に、過去の核実験等の影響が十分に減衰し、比較

的データが安定してきた2015年度以降のデータ（赤枠部分）を対象とし、その期間における最大値（1.2 Bq/L）

を参考指標の最大値として用いました。

【水道水（蛇口）の抽出条件】
期間：1957年1月～2022年1月
調査地域：全国

【抽出結果】
サンプル数：6334
最小：不検出（n不検出＝3320）
最大：5.66 Bq/L

～1.2 Bq/L

※このグラフは解説のために縦軸横軸とも拡大して表示しています。

【使用したデータベース】
環境放射線データベース
原子力規制庁が関係省庁や47都道府
県の協力を得て実施した環境放射能調査
の結果を登録しているデータベース。

https://www.kankyo-hoshano.go.jp/data/database/
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